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はじめに

原発事故が続いて１０年です。

コロナ禍の緊急事態宣言は発令されたり解除されたりですが

原子力緊急事態宣言は、２０１１年３月１１日から、ずっと発令中です。

誰かの意見を鵜呑みにせず、自分で情報を探して考えること、

何かの「報告書」を鵜呑みにせず、これはどういう情報を元に誰が作ったの？ということに留意すること、

これは、原発事故の問題だけでなく、その他の様々な社会の問題を、解決の方向に導くことでもあります。

ある「情報」が、「事実」と「筆者の意見」を区別して著してる？　引用元を明示してる？　ということに気を配る方が増えれば、

世の中からフェイクニュース、と呼ばれるものは、少し減ることと思います。

また、自分で情報を探して、考えて、議論する、という一連の技術は、自分の人生に問題を抱えたときに、役立つ技術でもあります！

そして直接に自分に関係がなくても、何かの問題に関心を持つ人、監視する人が世の中に増えること自体が

ちょっとずつ社会を変えていくことだと思います。

今日は足を運んで、耳を傾けくださりありがとう存じます。

この配布資料には、今日の話に盛り込めなかったことを入れておきます。読み物としてもお使いください。　　　　　　　
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コロナ禍の中
取材、傍聴無しで
福島で行われた
「ご意見を伺う場」

漁連だけでなく、
様々な業種の組合長が
意見を延べました。

皆、汚染水海洋放出に
反対でした。
私の取材した限り。

その中で、旅館ホテル組
合理事長の、小井戸さん
の発表されたものをご紹
介します。





切り捨てられた内部被ばく

事故直後、何を食べ、飲んでいたか、という内部被ばくは

ほとんど調査がなされていません。

個人の記憶による自己申告のみです。

けれど、私は取材で、恐らくかなりの汚染されたものを摂取した方々がおられることを知りました。

自己申告では、自分が何を食べたか分からないのです。

けど、何を提供したかを覚えている方はいます。

バチカンの教皇さまに手紙を書きたいと、相談を受け、私がお手伝いをしたことがあります。

全文は下記にありますが、飯舘村の愛澤さんの告白の抜粋をお読みください。  

http://oshidori-makoken.com/?p=1667　「原発事故についてのローマ教皇からの手紙」　より



https://www.facebook.com/atomsfreeforpeace/photos/a.1516024675309350/1600873256824491





教皇さまからのお返事
（マコ宛と、愛澤さん宛）



　私は福島県の飯舘村の愛澤卓見といいます。飯舘村は今回の原発事故で最も汚染された地区です。  

また、最も避難が遅れた地区でもあります。この地区で起きたことをお知らせしたいのです。  

　この話は私自身の罪の告白にもなります。事故直後、原発から離れた山村である飯舘村には津波を逃れた人々が避難してきまし

た。また、原発事故を恐れた人々も避難してきました。人々は、いくつかの山を隔てた飯舘村であれば安全だと考えたのです。当時、

私は村の小学校で働いていました。その体育館は村で最も大きな（彼らのための）避難所となりました。１３日の開設から１８日の閉鎖

までの期間、避難所に留まり働いていました。２０１１年の３月は季節外れの雪が降る寒い日々でした。体育館の暖房は十分ではあり

ません。避難してきた方々にはお年寄も多く、寒さと高血圧を原因とした脳溢血や心筋梗塞が心配でした。薬もありません。私たちにで

きることは水分を多く取らせることだけでした。しかし、その後、飯舘村の水道水が放射性物質で汚染されていたことが明らかになった

のです。 

　飯舘村に避難指示が出て以降、私は自分たち飯舘村の住民になにが起きたのかを調べました。  

いくつかの記録を調べていく中で、飯舘村の「井戸水を使っていた家庭」より避難所に来ていた人々の被曝量が大きいことに気づきま

した。 

　私は沈黙してしまいました。政府は飯舘村の住民に対してさえ、「健康被害は発生しない」というスタンスを取っています。科学者は被

曝による健康被害を危惧する人々を「愚かである」と罵ります。事実を口にすることは、今現在、幸せに生活している当時の避難者の

人生に影を落とすだけかもしれないのです。  

　私はカトリック信者ではありませんが、神に祈ります。どうか、私の罪を罰してください。沈黙していたのは私です。彼らは水道水の汚

染が深刻だった可能性を知らされていないのです。知っていたのは私です。 　　　　　 

http://oshidori-makoken.com/?p=1667  

愛澤さんから教皇へのお手紙の抜粋



https://www.tepco.co.jp/decommission/information/committee/roadmap_progress/pdf/2021/d210225_05-j.pdf

https://www.tepco.co.jp/decommission/information/committee/roadmap_progress/pdf/2021/d210225_05-j.pdf


さいごに、では無くて、まだまだ、つづく！！

私は、今、コロナ禍の取材もしています。
２０２０年１月に厚労省とWHOに記者登録したときは、まだ「新型肺炎」と呼ばれていました。

いつだって未来は予想つきませんが、
映画の１シーンのような原発事故が日本で起こることも、
世界中がウィルスの感染におびえることも、想像できませんでした。

過去の「密な」写真を見ると、今はパラレルワールドにいるようですが
価値観と生活がひっくり返るような出来事はいつだって突然おこります。
いや、出来事は「突然」起こるのですが、それにどれくらい対処できるかは、普段が、私たち全員が作るのだと思います。

日本の原発事故を見て、世界で一番初めに脱原発に政策を変えたドイツを何度も取材して
「でも、ドイツが自国で原発事故がおこったらどう対応するのだろう？」と思っていました。
コロナ対策で、ドイツは世界の中で群を抜いている国の一つです。

コロナ禍は、世界一斉社会テストのようなもので、いろいろなものをあぶりだしました。

コロナ対策がうまくいってる国に共通していることは
検査・測定・調査して調べること、それを共有すること、情報公開、議論の可視化、決定のプロセスを公開すること。

判断の過程が公開されることで、私たちはその決定を支持するかどうか判断できます。
決定がおかしければ、どの段階で、どの情報、どの意見が支持できないのかも指摘できます。

原発事故もコロナ禍も、十分に調べられず、検査もデータも不十分、
議論は可視化されず、突然出される論拠のわからない決定に、私たちは振り回され、踏みにじられます。
いつまでこれを続けるの？？

まず、私たちが変わりましょう。
いろいろなことに関心を持ち、監視をし、自分で調べて考えて話し合っていきましょう！　まずは半径５ｍから。
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